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ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
す
べ
き
か
？

国
内
市
場
縮
小
＋
海
外
新
興
国
市
場
急
成
長
と
い

う
外
部
環
境
変
化
の
中
で
、日
本
企
業
各
社
で
は
長
期

的
生
き
残
り
の
た
め
の
必
死
の
努
力
を
行
っ
て
い
る
。

中
期
経
営
計
画
策
定
に
お
い
て
も
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
基
本
的
に
継
続
さ
せ
る
形
で
の
三
か
年
計
画

で
は
不
十
分
と
見
切
っ
た
上
で
、二
〇
年
～
三
〇
年
と

い
っ
た
長
期
環
境
変
化
シ
ナ
リ
オ
を
見
据
え
た
中
長

期
経
営
計
画
を
立
案
す
る
会
社
が
出
て
き
た
。
そ
の

際
、新
し
い
環
境
変
化
が
も
た
ら
す
機
会
を
活
か
し
き

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
？ 

今
回

は
Ｉ
Ｔ
環
境
の
変
化
に
適
応
し
た
先
行
事
例
の
典
型

例
と
し
て
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ（
以
下
シ
ス
コ
）を
取
り

上
げ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ル
ー
タ
ー
機
器
等
を
販
売
す
る
シ
ス
コ

は
、一
九
八
四
年
に
米
国
西
海
岸
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と

し
て
創
業
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
に
ナ
ス
ダ
ッ
ク
に
上
場

後
、二
〇
年
余
り
で
グ
ロ
ー
バ
ル
連
結
売
上
約
五
兆
円
、

従
業
員
数
七
万
五
千
人
の
規
模
ま
で
成
長（
二
〇
一
三
年

七
月
期
）、売
上
高
当
期
純
利
益
率
も
二
〇
％
以
上
の
優

良
企
業
だ
。
Ｒ
＆
Ｄ
と
主
要
顧
客
へ
の
セ
ー
ル
ス
＆
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
主
要
機
能
以
外
の
機
能（
例
え
ば
、製

品
製
造・組
立
な
ど
）は
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
担
当

さ
せ
る
と
い
う
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業
で
あ
る
。

何
が
異
な
る
の
か
？

シ
ス
コ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
お
け
る
最
大
の
特
徴

は
、
自
社
が
保
有
す
る
最
新
の
高
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

開
発
方
法
論
を
既
存
・
潜
在
顧
客
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
に
タ
ダ
で
配
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
れ
は
映
画
で
言
え
ば
、ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
の
続
編
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
映
画
フ
ァ
ン
に
続
編
の
予
告
編
の

ビ
デ
オ
フ
ァ
イ
ル
を
タ
ダ
で
ば
ら
撒
い
て
い
る
状
況
に

似
て
い
る
。
映
画
と
の
違
い
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発

方
法
論
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
計・
導
入
し
よ

う
と
し
て
い
る
企
業
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
、Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

と
っ
て
は
、業
務
遂
行
上
あ
れ
ば
嬉
し
い（N
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）と
い
う
も
の
で
は
な
く
、必
須（M

U
ST

）と

い
う
位
置
づ
け
の
知
的
資
産
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
結
果

と
し
て
、
シ
ス
コ
お
よ
び
シ
ス
コ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
方
法
論
に
準
拠
し
た
製
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
シ
ス
コ
が
タ
ダ
で

配
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
方
法
論
を
実
現
し
た
く

な
っ
た
顧
客
か
ら
指
名
さ
れ
る
こ
と
で
売
上
を
実
現
す

る
こ
と
に
な
る
。

日
本
に
お
い
て
も
自
社
が
属
す
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
川
上・川
下
の
取
引
先
と
の
垂
直
統
合
は
、こ
れ
ま

で
年
代
順
に
、ト
ヨ
タ
、松
下
電
器（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
い
く
つ
か
の
記
念
碑
的
な
先
行
モ

デ
ル
が
出
現
し
て
い
る
が
、シ
ス
コ
の
垂
直
統
合
モ
デ
ル

は
、最
初
に
顧
客
が
必
要
と
し
て
い
る
必
須
知
財
を
顧

客
そ
し
て
競
合
を
も
含
む
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
タ

ダ
で
ば
ら
撒
く
と
い
う
政
策
を
取
っ
て
い
る
点
で
、日

本
で
の
成
功
モ
デ
ル
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
日

本
で
の
垂
直
統
合
モ
デ
ル
で
は
、
知
財（
ノ
ウ
ハ
ウ
）の

共
有
は
ラ
イ
バ
ル
を
排
し
た
自
社
と
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
企
業
間

競
争
ゲ
ー
ム
で
は
、
自
社
の
知
財
は
他
社
に
使
わ
せ
な

い（
そ
の
た
め
に
特
許
権
が
取
得
さ
れ
る
）こ
と
が
常
識

で
あ
っ
た
。
シ
ス
コ
に
代
表
さ
れ
る
米
国
西
海
岸
の
先

行
事
例
は
、こ
の
常
識
と
一
見
真
逆
に
見
え
る
政
策
を

良
い
物
語
の
序
章
を

タ
ダ
で
配
る
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採
用
し
て
成
功
を
実
現
し
た
の
で
あ
る（
図
１
）。

事
業
成
功
の
条
件
は

如
何
に
満
た
さ
れ
て
い
る
の
か
？

シ
ス
コ
も
他
の
新
規
事
業
成
功
例
と
同
様
、最
初
か

ら
成
功
の
た
め
の
条
件
を
満
た
す
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
設
計
さ
れ
て
い
る
。
シ
ス
コ
の
モ
デ
ル
を
事
業

成
功
の
四
条
件
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク（
図
2
。
本
誌
四
五

号
参
照
）を
使
っ
て
点
検
す
る
。
第
一
条
件﹁
新
た
な

課
題
解
決
方
法
の
提
示
﹂を
、
シ
ス
コ
は
顧
客
が
望
ん

で
い
る
、
最
新
の
技
術
を
織
り
込
ん
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

開
発
方
法
論
の
ば
ら
撒
き
に
よ
り
満
た
し
て
い
る
。
第

二
条
件﹁
タ
ダ
の
も
の
の
活
用
﹂は
、シ
ス
コ
の
場
合
は

自
社
が
す
で
に
保
有
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
方

法
論
と
ば
ら
撒
き
の
手
段
と
し
て
の
タ
ダ
で
使
え
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
て
い
る

（
こ
の
点
、
も
し
松
下
幸
之
助
氏
が
一
九
九
五
年
頃
以

降
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
後
の
時
代
に
松
下
電
器

シ
ョ
ッ
プ
の
垂
直
統
合
事
業
を
行
っ
て
い
た
ら
？
と
思

い
を
馳
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
水
道
哲
学
を
標
榜
し
て
い

た
松
下
氏
で
あ
れ
ば
、シ
ス
コ
モ
デ
ル
を
自
然
に
実
現

し
て
い
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
）。
第
一
条
件
、第

二
条
件
を
満
た
し
た
シ
ス
コ
の
世
界
シ
ェ
ア
は
ル
ー
タ

市
場
で
七
〇
％
、
ス
イ
ッ
チ
市
場
で
六
五
％（
い
ず
れ

も
二
〇
一
二
年
時
点
）で
あ
り
、
第
三
条
件﹁
独
占
ポ
ジ

シ
ョ
ン
実
現
﹂を
現
在
で
も
満
た
し
続
け
て
い
る
。
第

四
条
件﹁
パ
ク
リ
へ
の
防
波
堤
﹂に
つ
い
て
は
、
注
目
す

べ
き
二
つ
の
施
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
顧
客
に

と
っ
て
価
値
の
あ
る
自
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
方
法

論
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
ば
ら
撒
く
こ
と
で
、
当

該
方
法
論
を
市
場
に
お
け
る
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
施
策
。
次
に
、タ
ダ
で
ば
ら

撒
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
方
法
論
に
基
づ
く
、
導
入

の
た
め
の
詳
細
方
法
論
と
具
体
的
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
実
際

に
方
法
論
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
買
っ
て
く
れ
た
顧

客・
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み
に
有
償
限
定
提
供
す

る
と
い
う
施
策
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
施
策
が
な
ぜ﹁
パ
ク
リ
へ
の
防
波
堤
﹂

に
な
る
の
か
の
理
由
は
、
競
争
市
場
に
お
い
て
特
定
企

業
に
よ
る
独
占
状
態
を
実
現・維
持
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

﹁
市
場
の
失
敗
﹂の
視
点（
図
3
。
本
誌
四
五
号
参
照
）を

使
う
と
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
、当
該
方
法
論
を
市
場

に
お
け
る
デ
フ
ァ
ク
ト
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
す
る
こ

と
は
、﹁
市
場
の
失
敗
﹂の

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
）外

部
性
の
力
を
徹
底
活
用

す
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
当
該
方
法
論
を
採

用
す
る
顧
客
に
は
、業
界

標
準
方
法
論
を
マ
ス

タ
ー
す
る
こ
と
で
人
材
市
場
に
お
け
る
自
分
自
身
の
市

場
価
値
が
高
ま
る
こ
と
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
標
準
方
法
論
を
共
通

言
語
と
し
て
使
え
る
と
い
う
付
加
的
な
し
か
し
巨
大
な

メ
リ
ッ
ト（
外
部
性
）が
付
随
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
、

詳
細
方
法
論
と
具
体
的
ノ
ウ
ハ
ウ
が
有
償
限
定
提
供
さ

れ
る
と
い
う
施
策
は
、ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
核
心
を
担
う

コ
ア
の
知
財
は
、シ
ス
コ
に
と
っ
て
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
や
、

シ
ス
コ
の
顧
客
人
材
以
外
の
技
術
者
に
は
非
公
開
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
競
争
力
の
核
心
部
分
は
、
情
報
の

非
対
称
性
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
企
業
へ
の
示
唆

自
社
が
保
有
す
る
強
み（
製
品
技
術・ノ
ウ
ハ
ウ
）を

顧
客
の
課
題
を
高
度
に
解
決
す
る
物
語（
方
法
論
）の

中
で
位
置
づ
け
、そ
の
良
い
物
語
の
序
章
部
分
を
既
存

顧
客
、
潜
在
顧
客
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
タ
ダ
で
ば
ら
撒
く
と
い
う
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
が
実
際
に
出
現
し
、二
〇
年
以
上
に
わ
た

る
独
占
的
成
長
を
収
め
て
き
た
。
そ
の
企
業
は
、元
々

は
た
だ
単
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ル
ー
タ
ー
と
い
う
地
味
な

電
子
機
器
を
作
る
ハ
ー
ド
メ
ー
カ
ー
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
成
功
の
条
件
を
満
た
す
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
き
、
成
功
す
べ
く
し
て
成
功
し
た
。

同
社
の
知
財
政
策
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
日
本
企
業
が

採
用
し
続
け
て
き
た
も
の
と
一
見
真
逆
と
い
う
特
徴
を

持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
む
し
ろ
今
多
く
の
日
本

企
業
に
、こ
の
会
社
と
同
様
の
成
功
を
収
め
る
潜
在
能

力
と
機
会
、そ
し
て
脅
威
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

外部性

情報の非対称性

公共財

独占

①新たな課題解決
　方法の提示

②タダのものの
　活用

③独占ポジション
　実現

④パクリへの
　防波堤

図1●知財政策のパラダイムシフト　

知財を
使わせない

知財を
バンバン
使わせる

図2●事業成功の4条件

図3●市場の失敗

“市場の失敗” 
の原因※

※ “市場の失敗” とは、市場原理（神の見えざる
手）が働いても、自然に経済的な最適状態が実
現されない状況のこと。 


